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第４章 景観形成の推進体制と届出等の手続きに関する事項 

 

１ 景観形成の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観条例及び景観計画の運用開始後は、次のような推進体制のもとで景観形成の

届出の手続きを行います。 

景観計画区域の手続きは、三郷市景観担当係を窓口とし、必要に応じて国・埼玉

県や景観審議会及び景観アドバイザーとの調整、答申、助言等を受けながら進めて

いきます。また、重点地区においては、予め「重点地区景観協議会」の協議を経た

のちに、景観計画区域と同様の手続きを行います。なお、同協議会が設立されてい

ない地区※１は、景観計画区域の手続きのみを行うことになります。 

 

※１：重点地区景観協議会は、用開始と同時に協議が行えるよう設立されていることが望ましい。しかしな

がら運用後において、その設立が行われる場合、または重点地区の追加も考えられますので、運用後

の設立も可能とします。 

重点地区景観協議会 

方針及び構成員 

重点地区における良好な景観形成に向けて、住民等と市が協働で取り

組むために景観協議会を設立します。協議会で整った事項については、

協議会の構成員は、その協議の結果を尊重しなければなりません（法第 15

条３項）。 

○構成員 

・地権者、地区住民、事業者団体、市民 

・景観行政団体、公共施設管理者 

・ＮＰＯ法人・市民団体等 

要請・運営 要請・助言 

三郷市（景観行政団体） 

景観連絡調整会議 
（関連各課で構成） 

景観担当係 

（届出の窓口） 

●国・埼玉県 
 

調整・連絡 

●景観審議会 

 

諮問・答申 

●景観アドバイ
ザー（専門家） 

要請・助言 

景
観
計
画
区
域 

重
点
地
区 
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２ 届出等の手続き 

 

 

 

 

 

 

 

■手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

事業者（申請者）は、建築物等を建設する場合、良好な景観形成に努めることが

重要であり、一定規模以上のものについては景観条例に基づく届出等の手続きが必

要になります。その手続きにおける「事前協議」から「届出」及び「着工・完了」

までの流れと、「事業者」、「市」及び「審議会・景観アドバイザー」の係わりを次の

とおり設定します。 

 

 

 

 

事業者 
（申請者） 

 

審議会・景観
アドバイザー 

 

 

 

 

 

市 

●建築物等の使用開始 

●建築物等の企画・計画
書の作成及び検討 

●設計案の作成 
・事前相談に基づき作成 

●最終設計図書等の作
成 
・事前協議で見直し事項の
指摘を受けた場合は改善 

●通知書の受理 

●事前協議書の作成及
び検討 

●届出書の作成 

 
●助言・指導 

 
●助言・指導 

 
●助言・指導 

●事前相談 
・基本方針、景観形成

基準等の説明 
・届出書類等の説明 

●事前協議書の検
討 
・景観形成基準に基づ

き協議・見直しの指

摘 

●景観条例・景観計
画の適合審査 

●通知書の交付 

●工事の完了確認 
・届出書に基づき確認 

・不適切な場合は改善
指導 

着
工
・
完
了 

事
前
協
議 

届
出 

●工事の完了報告 
・不適切事項の指導を受け

た場合は改善 

●非適合事項の改善 
・非適合事項の指摘を受け

た場合は改善 

●工事の着手 

●届出書の受理 

30
日
以
内 


